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Ⅰ 学校の概要 

○所在地 東京都府中市片町３－５ 

○最寄り駅 京王線・JR南武線 分倍河原 徒歩5分 

○児童数 ８０５名 ２３学級 

○特別支援教室「つばさ」拠点校 在籍児童数 ６２名 

平成２８・２９年度（平成２９年５月２０日授業公開） 

東京都教育委員会ＩＣＴ環境整備支援事業指定校 

 

平成２９～３１年度 

東京都教育委員会 

「発達に課題のある児童の指導法の研究・開発事業」研究指定校 

 

平成２８・２９年度(平成２９年１１月１０日研究発表） 

府中市教育委員会研究協力校 

「児童が主体的に取り組む「分かる授業」を目指して 

－ユニバーサルデザインの指導方法を生かして―」 

 

平成２８・２９年度 

府中市教育委員会巡回指導拠点校モデル事業指定校 
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Ⅰ 学校の概要 

○教育目標 

 

 

 

 

 

 

○教育活動のテーマ 

 教師も子供も生き生きと輝く学校 
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Ⅱ 校務改善に取り組んだきっかけ 

○学校に求められる多くの課題が複雑化・多様化することによる教師の多忙感の軽減 

１ 課題によって、学校運営組織に位置付けなければならない。→多忙の要因の一つ 

  例：いじめ対策、校内委員会、アレルギー対策、小中一貫、オリンピック・パラリンピック 等 

２ 特別な支援を要する児童の増加 

３ 新学習指導要領への対応（外国語科、道徳の教科化、指導時数の増加による土曜日の授業日設定 等） 

 

○年齢層による、組織運営上の常識のかい離の解消→組織目標を明確化する重要性 

 

○課題への対応に伴うビルト＆ビルトの発想からスクラップ＆ビルトへの意識の転換 

 

○教職員が費用対効果の意識をもつ必要性 
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Ⅲ 本校の学校経営の考え方（目標管理による学校経営計画） 

○学校組織マネジメントの考え方に沿って 

 

 

 

 

 

 

１ 学校経営目標 

２ 学校経営目標を達成するための基本的な考え方 

 (1) 学校の教育目標 

 (2) 目指す学校像 

３ 中期的目標と今年度の重点及び具体的な方策 

 (1) 本校の実態と中期的目標 

（２）今年度の重点及び具体的な方策 

 

 

 

平成 2９年度  

府中市立府中第三小学校 

学校経営計画 
教育活動推進テーマ 

教師も子供も 

生き生きと輝く学校 
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Ⅲ 本校の学校経営の考え方（目標管理による学校経営計画） 

○学校組織マネジメントの考え方に沿って（目指す学校像の共通理解を図る。） 

２ 学校経営目標を達成するための基本的な考え方 

 (2) 目指す学校像 

①児童が瞳を輝かせ、笑顔がいっぱいの学校 

   児童が成就感、満足感を味わえるような各教科・領域、行事、日常生活での学習や練習、努力をと  

  おして、必要なことをしっかりと学び、自らの進歩、成長が実感できるようにする。 

 

②教育活動の成果を基盤にした学校 

   学校経営のねらいや取組を保護者や地域の方々に説明し、どんな教育活動を行って、どのような    

  成果を出す予定なのかを明らかにするとともに、学校だよりや学年だより、学級だよりなどを使って、 

  その過程を保護者・地域に知らせると共に、実施後は、その成果を具体的に示していく。 

 

③教職員が専門職としての自覚と高い指導力をもち、保護者・地域と共育する学校 

           (略） 

④スクール・コミュニティの機能を生かし、保護者・地域と共に歩む安心・安全な学校 

           （略） 

⑤９年間を見通して、生きる力の基礎をはぐくむ学校 

           （略） 
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Ⅲ 本校の学校経営の考え方（目標管理による学校経営計画） 

○学校組織マネジメントの考え方に沿って（校務を分類し、中期目標と取り組み目標の共有） 

 赤字は、中期目標に基づき、学校運営組織へ新たに位置付けを行ったもの 

３ 中期的目標と今年度の重点及び具体的な方策 

 (1) 本校の実態と中期的目標 

①基礎学力の定着 

   ユニバーサルデザインの授業を取り入れ、児童一人一人の状況に即した指導を行う。また、教師の  

  児童理解力と授業力を向上させ、各種学力調査を適切に分析した授業改善推進プランに基づく組織 

  的な授業改善、タブレット・パソコンを活用した「分かる授業」の展開を図る。→ICT部 

   また、問題解決能力や論理的思考を育てるため理数教育の充実を図る。 

   巡回指導拠点校併設校のメリットを生かし、特別支援教育の充実を図る。→特別支援教育部 

②健やかな心と体の育成 

③言語活動や読書活動、アクティブラーニングの充実 

④生活指導や道徳教育、豊かな感性をはぐくむ教育の充実 

⑤体験活動の重視 

⑥特別活動の充実→特別活動部 

⑦安全・安心の確保 

⑧スクール・コミュニティの形成、保護者・地域との連携 

⑨組織体としての学校機能の発揮と指導力の向上 
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Ⅲ 本校の学校経営の考え方（目標管理による学校経営計画） 

○学校組織マネジメントの考え方に沿って（今年度の重点及び具体的な方策の提示） 

 ※９つの中期目標に基づく８５項目の具体的な方策を示し、 

                             自己申告書へ個人の取り組みを記入する。） 
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Ⅳ-１ 具体的な取り組み 
    校務改善支援員活用と事務室の機能強化（教員の事務負担軽減）   

○校務改善支援員の活用（府中市の全小中学校に配置） 

 ◇目的 

  副校長をはじめとする教員の事務負担軽減を図ることにより、児童・生徒の知・徳・体のバランスの

とれた「生きる力」をより一層育むための支援員 

 

◇勤務形態 

  臨時職員 年６２０時間勤務 

 

◇職務内容 

  ・出勤簿確認、整理事務 ・旅行命令簿確認事務 ・出席簿、週案簿の確認事務  

  ・学校だより配布事務 

  ・学校行事案内作成、配布事務 ・教材の作成、印刷 ・学校支援ボランティアとの連絡、調整 

  ・副校長補助事務全般 
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Ⅳ-１ 具体的な取り組み 
    校務改善支援員活用と事務室の機能強化（教員の事務負担軽減）   

○事務室の機能強化 

 ◇組織 

   都事務、市臨時職員、事務補助員(週３日）、用務 

 ◇特に強化した点 

   ・校長の学校配当予算執行方針に沿った予算編成と予算委員会の主宰 

   ・年度当初に学年、教科等で予算編成や執行時期について申請する。 

    私費については年間見通しを保護者に通知する。 

   ・公費、私費による発注、支払は事務室で行い、学年では行わない。 

                         （教員の金銭に伴う事務の軽減と服務事故の防止） 

   ・毎月、予算執行状況を教職員に提示する。 
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Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 

平成27年度 

四部会 
・生活保健指導部 
・体育部 
・研究推進部 
・特別活動部 

平成28年度～ 

A部会(通常校務対応部会) 
・教務部 
・生活指導部 
・体力向上部 
・研究推進部 

B部会(教育課題対応部会） 
・特別支援教育部(新設) 
・ICT部(新設) 
・特別活動部(新設） 
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教務 体力向上 生活指導 研究推進 
特別支援
教育 

ＩＣＴ 特別活動 

Ａ部会 Ｂ部会 

主幹Ｃ 主幹Ａ 主幹Ｂ 主幹Ｂ 主幹Ｃ 主幹Ａ 主幹Ａ 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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教務 体力向上 生活指導 研究推進 
特別支援
教育 

ＩＣＴ 特別活動 

Ａ部会 Ｂ部会 

ミドルアップダウンマネジメント
の 
中核 

主幹Ｃ 主幹Ａ 主幹Ｂ 主幹Ｂ 主幹Ｃ 主幹Ａ 主幹Ａ 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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校長 

トップダウン型 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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校長 

ミドルアップダウン型 

ミドルリーダー 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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ミドル層に期待される役割 

・経営計画の戦略を第一線の実情に合わせて 

 かみ砕いて言い換え、全体に浸透しやすくする。 

 

・第一線の声を拾い上げ、経営判断の手助けとなる情報   

 として具申する。 
 

 

 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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特別支援教育部 

・特別な支援を要する児童への対応 

・校内委員会の柔軟な開催 

ＩＣＴ部 

・校務支援システムやＩＣＴ導入の進行管理 

・即応的な研修計画や体制の構築 

特別活動部 

・児童を主役とするための知識や指導技術の伝達 

・持続可能な行事や児童主体の活動への変革 

Ⅳ-２ 具体的な取り組み 
    学校運営組織の改善（ミドル・アップダウン・マネジメント） 
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主幹 

主任 

進行管理 

主体的責任 

助言 

第一線のフィードバック 

修正案などの提案 

 

当事者意識 
主任としての職責 
次期ミドルリーダー

としての意識 

Ⅳ-３ 具体的な取り組み 
    日常の教育活動のＯＪＴ化 

19 



主任教諭を育てる 
教育活動を持続可能なものへ 

・人材配置の際に主幹教諭と主任教諭、主任教諭と教諭を人材育成の視点   

 で意図的に組ませることで・・・・・・ 

→知識や技術の伝達が起こり、異動などで人材が入れ替わっても特色ある  

 教育活動の継続が可能となる。 

 

ミドルリーダー層の充実 

・責任を与え、主体的に職務に就かせることで・・・・・・ 

→具体的な実行責任者として行事などに関わらせることで、成功体験や 

 達成感を得て自信を付けさせ、次のミドルリーダーとしての自分の有用  

 性に気付かせる。 

Ⅳ-３ 具体的な取り組み 
    日常の教育活動のＯＪＴ化 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

導入の目的 

  校務支援システムは、教職員の校務を軽減し、児童と触れ合う時間を確保するために導入 

 する。 

導入する機能 

１ 学籍情報管理 

２ 出席簿・出欠管理 

３ 成績管理（指導要録の作成を含む。） 

４ 帳票印刷 

５ グループウェア（メール、掲示板、文書回覧、スケジュール管理） 

６ 文書ファイリングシステム 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

学籍情報管理 

  校務支援システムで児童情報を管理。各種帳票の基本情報。 

＜本校の管理項目＞ 
① 児童情報 
（氏名・生年月日・性別・入学年月日・学年
、・学級・出席番号・住所・電話番号・転入
出情報） 
 
②保護者情報 
（氏名・電話番号・緊急連絡先） 
 
③その他 
（進学先、兄弟・姉妹） 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

出席簿・出欠管理  

入力した出欠席情報は自動集計され、通知表、指導要録、調査書等の各機能へ自動的に連動。 

23 



Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

成績管理 

  校務支援システムで児童情報を管理しています。各種帳票の基本情報になります。 

評価・評定については、前
学期に比べて変動した場合
、それぞれを矢印の表示等
により視覚的に 
把握することができます。 

Excelファイル形式でダウンロード・インポート可能 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

帳票印刷  

 予め設定した帳票フォーマットに基づき、各種帳票を印刷することができます。 

＜本校の設定＞ 
 
指導要録 
通知表 他、各諸帳簿 
 
 
クラス名簿／全校名簿 
引き渡し名簿 
連絡網 
 
 

Excelで 
簡単編集 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

グループウエア機能  

 メール、掲示板などの機能は、全市で導入。 

情報 
共有 

お知らせ 

トップページ(ポータル) 

掲示板 

メール 

施設管理 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

文書ファイリングシステム 

 実施手順書に基づいた、文書ファイリング及びサーバー内フォルダ管理。 

府中第三小学校 
ファイリングシステム 

実施手順 

サーバー内の 
フォルダと連動 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

効果 

 ・ 通知表の作成が今までの３０パーセントの時間で行える。 

 ・ 通知表と児童情報のデータが連携しているため、通知表や指導要録の作成時間が短縮された。 

 ・ 各種帳票の出力元が一本化され、校務の効率化が図られた。 

出力 
出力 

３０％減 
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Ⅳ-４ 具体的な取り組み 
     校務支援システムの導入 

効果 

 ・ 新入学児童の児童情報が、学務保健課からのデータ提供により、瞬時にできる。 

 ・ 児童情報が一元化され、家庭と連絡を取ったり児童情報を検索したりすることが容易になった。  

提供 データ データ 

共有 
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協同学習 

個別学習 

一斉学習 教員のみ使用 

児童がグループで
１台使用 

児童が1人１台 
使用 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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一斉学習 
個別学習 
協同学習 

教員のＩＣＴ活用能力の向上 
  

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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活用能力の向上 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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一斉学習 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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協同学習 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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個別学習 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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チェック 
項目番号 

わりに 
できる 

やや 
できる 

あまり 
できない 

Ａ－１ 

教育効果をあげるには、どの場面に
どのようにしてコンピュータやイン
ターネットなどを利用すればよいか
を計画をする。 

+6 +5 -9 

Ａ－２ 

授業に必要なプリントや提示資料を
作成するために、ワープロソフトやプ
レゼンテーションソフトなどを活用す
る。 

+6 +１ -5 

学校における教育の情報化の実態に関する調査（平成２７年度・２８年度比較） 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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チェック 
項目番号 

わりに 
できる 

やや 
できる 

あまり 
できない 

Ａ－４ 
評価を充実させるために、コンピュータやデジタルカ
メラなどを活用して児童の作品・学習状況・成績など
を管理し集計する。 

+2 +6 -6 

Ｂ－１ 
学習に対する児童の興味・関心を高めるために、コ
ンピュータや提示装置などを活用して資料などを効
果的に提示する。 

+2 +3 -3 

Ｂ－２ 
児童一人一人に課題を明確につかませるために、コ
ンピュータや提示装置などを活用して資料などを効
果的に提示する。 

+1 +5 -4 

学校における教育の情報化の実態に関する調査（平成２７年度・２８年度比較） 

Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 
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Ⅳ-５ 具体的な取り組み 
    ICTを活用することによる教育活動の効率化 

効果 

ユニバーサルデザインにおける「視覚化」の効果 
学ぶ楽しさの実感、学習意欲の向上 
協同的な学習 
問題解決能力の育成 

児童が主体的に取り組む「分かる授業」へ 

教員のICT活用能力の向上 
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Ⅴ 今後の展望 

○特色ある教育活動が持続可能となる組織づくりが今後も必要である。 

 ・校長が３年先を見通した人事異動と学校運営組織における人材配置を行う。 

 ・日常の教育活動や学校運営組織をOJTとして位置付け、さらなる人材育成へと 

  つなげる。 

○サーバーと文書保存ファイルによる、ファイリングシステム実施手順に基づく、 

 文書作成と整理のルールを徹底し、定着を図る。 

○学校組織マネジメントの考え方に基づく人材育成を継続する。 

  学校組織マネジメントの考え方を学級経営の基本とする。 

  若手人材から、その考え方の研修を積ませていく。 

 

41 



ご清聴ありがとうございました。  

 

平成29年度 校務改善推進事業発表会 

教師も子供も生き生きと輝く学校 

府中市立府中第三小学校 


